
概 要：激甚化・頻発化する豪雨災害等を踏まえ、今後土砂災害等が発生する可能性が高いエリア（土砂災害特別警
戒区域等）のうち、人家や重要インフラへの影響が大きいなど特に緊急性が高い地域において地籍調査を実
施する。

府省庁名：国土交通省

【事例】島根県地籍整備事業

 実施主体：島根県雲南市

 実施場所：島根県雲南市（六重地区）

 事業概要：激甚化・頻発化する豪雨災害等を踏まえ、今
後土砂災害等が発生する可能性が高いエリア（土砂災
害特別警戒区域等）のうち、人家や重要インフラへの影
響が大きいなど特に緊急性が高い地域において地籍
調査を実施する。（1.26km2）

 事 業 費：全体事業費約1000万円
（うち５か年加速化対策（加速化・深化分）約1000万円）

 効 果：令和３年７月豪雨にて、雲南市内ではインフ
ラ施設等に被害があったところ、地籍調査実施済地域
においては土地境界等が明確であったことから、円滑
に復旧することができた。

本事業実施地区の地籍調査を早期完了させることに
より、同様に、被災時における円滑な復旧に貢献する
効果の早期発現が期待される。

５か年加速化対策45 防災・減災の基盤となる地籍調査重点対策

雲南市事業実施箇所

令和３年7月豪雨における
雲南市三刀屋町の被害地域

令和３年度実施工程：地籍図根三角測量

出雲市

令和３年７月豪雨の被災状況


